
 

 

 

 

 

 

 
 

  

 かりいほ便り 

 

第 1 第１号 

平成２４年７月  日 

ここに活動広報誌『かりいほ便り』を創刊することとなり、真に喜ばしく存じ、法人を代表して

ご挨拶を申し上げます。 

「かりいほ」の名称は、私たちみんなで支えあって作り上げる社会福祉活動でありたいとの想い

を強くする中で、設立者の手塚芳美氏が「仮の宿」という意味の万葉集の言葉から引用して命名さ

れたものです。 

開設から３３年、当初は知的障害者の自立更生施設としての歩み出しでした。その後、知的障

害、発達障害、自閉症など進んできた利用者の多様化への対応から、反社会的行動に走ってしまっ

た知的障害者の社会復帰に向けての支援活動にまで、求められるニーズに応じた支援態勢も整えら

れてまいりました。設立者の手塚氏、その理念を継いだ現施設長の石川恒氏はもとより、この施設

に関わることになった職員の皆さま、そして運営法人の誰もが“私たちみんなの施設作り”に利用

者の日々の営みを支援しつつ、次のステップに踏み出すための後押しに心血を注いできた成果と申

せます。 

これまで、その時々の社会情勢の下に障害者制度改革が行われ、入所施設から地域支援を掲げな

がらも、重度と認定された人の生活域の拡大や反社会的な行動に関わる恐れのある知的障害者の特

性に適った福祉的な仕組みとは言い難いところがございます。このような事態にあっても、「かり

いほ」では、利用者への生活支援の基盤整備を図りながら、お茶や椎茸の栽培を主体とした農作業

などを通して、一人ひとりの個性を見極め、適応能力の開発と育成に役立つ日中活動の体制作りが

着実に進められてきたのです。 

６月２０日、障害者自立支援法に変わる「障害者総合支援法」が成立し、平成２５年４月にはそ

の体系がスタートします。当事者主体の福祉サービス制度の実施を目指すことにはなりますが、相

談支援や障害支援区分を含めた支給決定の在り方をとっても、適確に機能する仕組みとして具現化

するには課題を多く残しております。障害を持った誰もが、人として、日々あたりまえの暮らしが

営む仕組みを手にするまで、地域の皆さま、関連団体・機関各位からのご支援もいただいて私たち

は絶えることなく地道な活動を続けて行くことになります。それに併せて、私たちの想いの大きさ

と深さを栃木県の山の中の小さな施設を拠点として、『かりいほ便り』に乗せて発信し続けて参り

たいと心から願うものです。 

 

かりいほ便り創刊に向けて 

社会福祉法人 紫野の会理事長 真名子 保則 

かりいほが利用者に対しての、目標の設定は個人の程度によってさまざまだと思いますが、そ

の中で利用者はいったいなにを感じ、なにを求めて、考え、行動しているのか。そして、我々親

たちはこのなかで、どのようなことを感じているのだろうかと考えます。 

 わたしが、このかりいほの存在を知ったのは、平成 15 年の春のことで、東京の作業所や施設

を断られ、行き場のない日々を暮らしているときに、福祉課の担当の方のご努力でやっとたどり

着いた施設でした。当初暴言、暴力がひどく果たしてこのまま施設にいられるかどうか不安でい

っぱいでしたが、施設長ならびに職員の方々のご指導や対応により、今ではゆっくりではありま

すが自立に向けて進んでおります。自然の環境のなかでの生活の影響も良さそうと感じました。

皆様方もこのような施設があることを知ってもらえたらと思います。 

 

保護者からのメッセージ 

保護者会会長 奥山 圭吾 

編集発行 

社会福祉法人 紫野の会  

障害者支援施設 かりいほ 
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障害者支援施設 かりいほ 施設長 石川 恒 
平成２４年４月から、かりいほは新体系に移行しました。施設入所支援３０名、生活介護３０名

が定員です。かりいほの利用者は比較的軽い知的障害を持った人たちです。つまり生活での身の回

りのことはほとんど自分でできます。しかし社会生活を送るうえではたくさんの支援が必要です。

様々な「生きにくさ」を抱え、社会の中に居場所をなくしてしまった人たちです。まわりの人たち

との適切な人間関係をつくれなかった人たちと言えます。このような人たちの居場所として、あえ

て施設入所支援、生活介護という施設の形を選びました。 

 何故そうしたのか。それは利用者一人ひとりに必要な支援を提供するためです。本人の思いを引

き出し、本人の思いを実現する。それを本人の納得を得て行う。必然的に利用者一人ひとりへの個

別の支援になります。かりいほという施設の枠の中での支援ではなく、本人を中心にして必要な支

援を創り出す。そのために施設入所支援、生活介護という形にしました。 

 本人中心の支援です。本人のこれからの生活、人生を創り出していく支援です。施設の中で完結

はしません。施設の外の様々な個人、事業所等の協力、連携があってはじめてできることです。お

そらく全国でも稀な取り組みだと思います。しかし「生きにくさ」を抱えた人たちへの支援の方法

を創り出すことは、今の社会状況にあっては避けて通ることはできない福祉の課題です。これまで

の福祉の支援の方法では対応できないのです。このままでは排除を繰り返すことになります。もう

それはやめましょう。人と人との関係を大事にした支援のあり方が鍵になると思います。かりいほ

の実践の中でそれを試みたいと思います。 

 

 

「かりいほ茶研究会からの報告」 主任生活支援員 馬場和樹 
 ２０１０年初め、２０年来の夢だった製茶工場の建設が現実味を帯びてきました。以前から懇意

にして戴いていた茶師向島さんのお骨折りで、製茶に必要な機械８台を無償で入手できる運びとな

ったのです。お茶は工芸作物と言われ、加工技術なくしてお茶を味わうことはできません。これま

で、「かりいほのお茶はおいしい」と言われながらも、加工の部分は人任せでした。この度私たち

が製茶工場を持ち、近い将来それなりの製茶技術を習得できれば、正真正銘の“かりいほ園のお茶

”が生まれます。 

 工場の建設には、設計から工事・機械の運搬・消防法のクリアなどで丸１年を費やし、「見学さ

れるにふさわしい工場」にするため、費用もかけました。竣工は、沢山の方々のご支援とご指導の

賜物でした。２０１１年２月、あとは茶畑が芽吹くのを待つばかりでした。 

 鶯さえずる初夏、私たちは茶畑に立ち、ビロードのような新芽を一気に刈り捨てていました。１

年間の苦労と２０年来の夢がまさか、“ベクレル”で葬られようとは、思いも寄りませんでした。

今年は荒茶まで仕上げましたが、僅かに基準値超えでした。２年連続の廃棄です。賠償請求も考え

なければなりません。 

 このところ、かりいほも猛暑です。炎天下草取りに追われながら、秋番茶の加工に望みをつなぎ

ます。 

 

「祝 かりいほ製茶工場 初稼働！」 生活支援員 高橋 勝博 
今年、かりいほ製茶工場が初めて一番茶を揉んだ。去年、放射能除染の為深く刈ったことや、冬の

寒さが厳しかったこともあり、茶葉の育ちは例年に比べ一週間ほど遅れた。葉っピィ向島園、園主向

島和詞氏にも来てもらい、かりいほの機械での製茶も丁寧に指導してもらった。実際に私達だけでや

ってみると、形は悪かったが一応飲めるお茶になった。向島氏の評価は「初めてにしては予想以上に

おいしかった。形がうまく撚れなかったのは上乾きのせいでしょう。」とのこと。実際にやってみて

加工の難しさ、奥深さ、可能性を再確認させられた。 

放射能の影響で、かりいほのお茶がいつ世に出回り評価を受けられるかはわからない。それでも、

みんなと精いっぱい茶木の手入れをし、毎年かりいほのお茶を、その年々の味わいを追求し、一年間

の苦労や喜びを分かち合えるお茶づくりができればと思う。 
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７月９日～１０日、Ａさん、Ｋさんのグループは那須高原に行

き、アルパカ牧場を見学したり温泉街を散策してお土産屋さんを

見てまわりしました。夜はかんぽの宿塩原に泊まり、カラオケで

Ａさんは「線路はつづくよどこまでも」「手のひらを太陽に」な

どの童謡を、Ｋさんは海援隊の「あんたが大将」などを熱唱して

いました。２日目は史跡鍾乳洞源三窟を見学してから那珂川町へ

移動し、お寺を散策したり「いわむらかずお絵本の丘美術館」を

見学しました。よく食べてよく歌ってよく食べた２日間でした。

（生活支援員 村上） 

今回の宿泊旅行はカシマスタジアムに鹿島アントラーズＶＳ大

宮アルディージャの試合を１泊２日で行きました。一番好きな選

手は、ＦＷ１３興梠慎三選手です。結果はＤＦ２２西大伍選手の

ゴールで１対０でアントラーズが勝ちました。２日目はカラオケ

に行きました。２時間歌いっぱなしだったのですごく疲れまし

た。ＥＸＩＬＥの曲を中心に歌いました。夕食はスタミナ太郎で

たくさん食べました。今回の宿泊旅行はすごく楽しかったです。 

（利用者 Ｉ君） 

 

かりいほのなつのしゅくはくりょこうのサッカーにいきまし

た。カシマサッカーをみてかんどうしました。かねふくのパーク

にいってコーヒーをのみました。わくわくひろばにいきました。

とてもうれしかったです。（利用者 Ｗ君） 

７月１１日・１２日でお行なわれた修学期からの顔見知りの仲良し２名

による宿泊旅行。出発も朝が苦手な人がいて心配しましたが予定通り発進

しました。今回の旅行の２人の意向は体験を通して色々思い出に残る物を

作る。まずは、朝食をとり午前の予定那須ハーブガーデンでハーブ石鹸作

り。午後は那須クラブで押し花体験、好きな花摘みから始まり沢山集めで

これをプレートの上に乗せプレスをして電子レンジで１～２分チンする。

それをカラフルな紙に乗せラミネートすると出来上がり、花の配置やアレ

ンジで個性がありとても良い作品が出来ました。今日の宿泊はかんぽの宿

塩原。温泉にのんびりつかり、まつたりとした夕食を味わい。その後カラ

オケでデュエット曲を交え１時間強、あっというまの楽しい時間が過ぎ就

寝しました。 

旅行２日目。天気予報通り朝から雨を予定を変更して午前はパワースト

ーンブレスレットの手作り体験、石の組み合わせは自由！世界にひとつの

オリジナルアクセサリーを作ることが出来ました。午後は陶芸体験、手び

ねりで器を作りました。陶器は心を穏やかにしてくれ、いい時間を使いま

したね。残りもあと少し那須山温泉にはいり、夕食はガストですごし、無

事かりいほに、帰園しました。悪天候も有りましたが体験が沢山でしたが

２人とも仲良く過ごせ、有意義な時を感じる事が出来たと思います。この

様な体験の積み重ねが、本人達を大きくしてくれる事でしよう！ 

（生活支援員 小野寺） 
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利用者 O 君のコメント 

 

今回７月の七夕の飾り

付けは、初めて包装紙の

紙を使ってつくった。じ

ゃばら八つ折りで、切り

こむのが大変でした。そ

して苦労して作成した甲

斐がありました。また次

が楽しみです。 

利用者 K さんのコメント 

 

白、紫、水色のしょうぶが咲いている。（雑

草が）細かくて手入れが大変。このほかに、今

の時期は、桔梗、グラジオラスが咲いている。 

 

利用者 S 君のコメント 

 

薪割りをしています。欲しい人が

いたら買って下さい。 

 

かりいほ便り 年３回発行（６月、１０月、２月） 

編集発行 障害者支援施設 かりいほ  

〒324－0231 栃木県大田原市北野上３９５２番地 Tel 0287－54－2854 

かりいほの風景 


